
2025.9.4 

三重県県立高等学校の在り方調査研究部会

高等学校の学習環境

神奈川大学 建築学部 准教授 立花美緒

1．自己紹介
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本日の流れ

1.自己紹介

2．主体的・対話的で深い学びを支える学習環境

3 ．それぞれ異なる生徒を支える学習環境

4．教職員の働く環境

5．地域社会の学校

立花美緒

2006 

2006-2008 

2008 

2014-2022 

2022-

東京工業大学大学院建築学専攻修了

山本理顕設計工場

立花美緒設計事務所設立

東京工業大学助教 現東京科学大学

神奈川大学建築学部准教授
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WSの目的

・学校建築や学校づくりに「どこでも同じ正解」はない

・地域社会、学校、教職員、生徒に固有の課題、目指すもの

課題も複雑化

・一緒に考えていきましょう

・ゼロから考えるのではなく、これまでの学校建築や

そこでなされてきた教育、活動、生活

→ヒント、ディスカッションのきっかけ
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「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」最終報告

『

文部科学省施設企画課

丁「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」最終報告【概要】

1人）台端未日災のもと 、 111l別最適な学びと協働的な学びの 一 （本的な充実に向けて． 粁しい9与代の学校旋設の仕り方を議論

第1章新しい時代の学びの姿

(1)社会情勢の変化 (1)斬しい峙代の学ひへの対応の必妻性

⇒社会の在り方が病的に変わる「Society 5.0時代」の到来
⇒新型コロナウイルスの感染拡大など先行き不透明な「予測困難な時代」

llfDIヽ和IM=ti叱出·ht9M’-
⇒中央教育畜濃会9a3いて、新しい時代の初等中筍教育の在り方を検討
⇒敦育再生冥行会譲において、ポストコ0ナ期における新たな字びの在り方を検討
,......................................................................, I 
；字校のIC環境が整備され、1人1台端未環境の区、全ての子供た50l
：可能性を引き出す、Ill別最適な字びと協僧的な学び9一体的な充実
,...................................................................．．」

IりIヽ和r,11=Eが料：tぷ9閥，h;憫'9紺牝Uげ尺昴I
•11i字習指導要領の雹冥な冥施 •9年間を見通した義務敦脅の在り方
字校における働き方改革鉗釦菖 ・地域Il云I9関係機1111等との連携·協働

·G!G.O⑳-JH髯想、ICT(J)',li用 ・ 多様な教育的ニーズのある児童生徒への
・少人数による指導体割の整備 対応

第2章学校施設の課題

●ボストコロナ鵬代における学校籍設という実空間の役割
⇒児童生徒にとって安全•安心な居場所を提供するとい呪B祉的磯能、 社会性・

人間性を育む社会的機能を有するなどの字校の持つ役割・在り方を再認識
⇒ポストコ0ナ時代において、子供たちがともに纂い、字び、遊び．生活する字校施設

という実空間の低値を捉えillす必要
●学びのスタイルの変容への対応
⇒ICT(})',1;用なC1こより、学級出位で 一つの空間で一斉に黒板を向いて授業を

受けるスタイルだけでなく、 字びのスタイルが多様に変容していく可艇性が拡大
⇒空間 ・ 時間a豆えて、 様々な字円リソースに非同期にア”うして字ぷことができる

など「非同期 ・ 分散Jした字びのスタイルが広がり、これまでの「同期 ・ 集合Jした字び
のスタイルと往還する場面が展開されていく可能性も拡大

•これまでの字校庇設の計画、教室面積、多目的スペース、空四設備の整偏状況嗚
防災・滋災 、 国土強靱化、耐震対第 ・ 老朽化した施設の実態，維13笞I!等
•国·訪爛政状況、 過正農模・過正配置等の農睾．複合化・集約1以漱況等

とit·石ヨ屯と3“‘‘

「未来思考」の視点
①学校は、教室ど昂下それ以外の諸室で構成されているものという固定観念から訊し、学校籍設全体を学びの湯として捉え直す．屈下も、陪段も、体育館

も、校庭も、おうゆる空間が学ぴD場であり、教育の場、衷現すが易心を育む場になる．
教室環滉について 、 単一的な機熊 9 特定の敦科等に捉われず、横断的な学び｀多目的な活動に柔軟に対応していく視点（柔軟性）をもつ．

③紙と鯰中心の学びから，1人1台端末を文房具として活用し多様な学びが展開されていくように，学校施設も，画ー的・固定的な姿から脱し，11!1代の
霊化、社会的な課題に対応していく視点（可変性）をもつ．

④どのような学びを実現したいか、そのためにどんな学び舎a削るか、それをど哭Eかすか、関係壼が、Iiiしい時代の学び會づくりのビジョン・目瓢を共賓する．

2022 

「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」最終報告 文部科学省施設企画課

•; ；、 9 ―ー・三 ． • 9.. ．． ： : • • 
二 ， 9 ヤー • 一 '

これからの• 校施設は、 新しい時代の学びを実現していくことを基本とし、 それらを具体化する施設環境を創造していく

学び ＿ �学び

域一的な鰻醗・1,\定の霞94専に捉われず ． ·t校匹●記とコンピュ ー ク霞王と岨み合わ 教宣と遍以する空問も石用し．高織能の 峡像編仄やオンライン会瀑のためスタジオ．
囁酌的なTび．多11的な7びに対んできる せて迂書 ・ キ習 ・ 漬牧のセンク ー となる コンピ3 ー ク宣を専門的で高戻な.,.びを で帽交喚や休息がでさるラウンジなど

、
円

よう
、

＇瓜的な空閃に転換していく姿 「う-ニング ・ コモンズ」としていく貸 H兌する デザインラポ」としていく資 滑に基務をりえる紋務空間としていく姿

生活 環境

木材をふ用し温かみのあるリピングのよう 地溢コミュニティの更点として．地這や社兵く使い絞けることができるように安仝竺 もエネルギ ー化やllj土司佗エネルギ ＿ を囀
な空間の中で．璧面のエ＊やペンチ守を紀 会の人たちと遭携 ・ は鋤し．とも,,t)澁的を帽伐し｀子供1こちのヤび•生活の場．迦 入等を積囁的94色め．環墳教育での活用や
置し．11かなすび•生石の場としていくよ な工動が重関でさる共!I空間としていく姿筆のaミユーティの売点としていく姿 嶋蟻の先導的役llを!Ill,していく姿

2022 
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エイジェンシ ー OECD 2 0 1 9 

· OECD Education 2030 プロジェクト (2018, 2019) 

OECDラ ー ニング・ コンパス 学習の羅針盤

・ 現代
数多くの分野では広域な変化が加速 ex ． デジタル化、 気候変動、 人工知能等

・ 子どもたちが社会に出る頃

現時点では存在しない仕事、 未開発の技術、 想定されていない課題

・ 産業化時代につくられた学校教育を再考 ex ． 画 一 化、 規則遵守、 受動的な授業

・ エイジェンシ ー

不安定、 不確実、 複雑、 曖昧(VUCA)な中を進むカ

学習者が自分の人生や周りの世界に対してポジティブな影轡を与えうる能力と意志

変革を起こすために目標を設定し、 振り返りながら責任ある行動をとるカ

・ 共同エイジェンシ ー

学習者と教育、 家族、 コミュニティ、 学習者同士が双方向から支え合う関係

共用空間、話し合いやすい距離 GG校 （デンマ ー ク ・ 高校 ・ 郊外） 1150Qm2 
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グルー プワ ーク、ペアワ ーク

・ 一斉授業に比べて距離が必要

コモンスペ ース

グルー プルー ム

・話し合いのしやすい環境

ハイテー ブル、ソファ（リラックス）

分節された小空間グルー プルー ム、腰壁、パ ーティション、

ハイバックソファ、アルコ ー ブ

音環境の調整にも

写真叫心
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・コモンコア 学校の内部広場

コモンコア

◎ 

Fig．コモンコアの例平面スケyチ
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コモンコアがあるデンマ ー クの高校の生徒1人あたりの面積

12~19rrl程度

参考

資料集成に掲載されている日本の高校建築作品

16~35rrl 

機能を兼ねる

1つの場所を多機能に使う

面積はコスト！

使用可能範囲

ちょっとずつ出し合ってシェア

→使える面積は増やしつつ

建築はコンパクトに

さまざまな活動

タイムシェア

特色をもった拠点と融通の効くスペ ー ス
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増改築 新校舎と既存校舎の中心 IE校（日本・小学校・地方） 2008 

3．それぞれ異なる生徒を支える学習環境
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生徒が選ぶ環境 HE校（日本・高校・地方） 3, 704m2 2019 

4．教職員の働く環境
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4．教職員の働く環境

・大職員室タイプ

フリー アドレス成功例はオンラインツ ー ルを効果的に利用

・教職員ラウンジ＋研究室 タイプ

教職員ラウンジ：コミュニケ ー ションやリラックス、職員会議、非常勤講師

同じタイミングで居合わせる仕掛け ex．フリーコー ヒ ー等

研究室：生徒の近くに居場所、教材研究、校務等

地域協働スペ ー ス FF校（日本・高校・地方） 21,377mz 2019 
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5．地域社会の学校

・共創、探求学習、公共施設再編等で県立高校と地域の関係に変化の兆し

・地域コ ー ディネー タ ー 常駐

•生徒が運営するカフェ 総合学科（農業、商業等）、特別支援学校

・居場所カフェ 第3者としての大人中学時不登校セ ーフティネット

定時制等

・複合化地域利用部分と学校を分けずに融合する事例の登場

・内部広場で地域イベント
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